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連
理
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志
野
省
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遺
筆 

 

藤
野
春
淳
朴
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補
筆 

 

寛
政
五
年
八
月 
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冊 

写
本 

国
立
国
会
図
書
館
所
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【凡
例
】 

① 

句
読
点
、
「 

」、
送
り
仮
名
等
は
適
宜
追
記
し
ま
し
た
。 

② 

旧
仮
名
使
い
を
新
仮
名
使
い
に
適
宜
改
め
ま
し
た
。 

③ 

黒
字
の
（ 

）は
、
本
文
内
に
小
文
字
で
記
さ
れ
た
注
記
で
す
。 

④ 

青
字
の
（ 

）は
、
筆
者
の
補
足
で
す
。 

⑤ 

赤
字
は
、
判
読
等
に
曖
昧
な
点
が
あ
る
部
分
で
す
。 
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香
道
九
極
微
妙
伝
法 

五
事 

法
則 

香
合 

名
譜 

五
味 

六
國 

四
象 

規
矩 

荘
厳 

微
妙 

連
理 

右
を
九
極
の
伝
と
す
。
整
飾
に
至
り
て
陰
陽
両
儀
あ
り
。 

五
儀 

大
殿
荘
厳 

学
室
荘
厳 

仏
場
荘
厳 

 

会
亭
荘
厳
、
座
飾
荘
厳 
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六
格 

順
逆 

体
用
、
前
後 

軽
重 

利
用 

 

通
利 

右
、
こ
れ
を
書
院
の
整
飾
九
極
二
儀
と
云
う
。
各
口
授
の 

伝
法
な
り
。 

 

そ
れ
香
道
は
技
術
と
い
え
ど
も
、
そ
の
正
意
遊
事
に
備
う
る
の
本
意
に 

あ
ら
ず
。
元
祖
、
松
陰
軒
宗
信
、
東
山
公
に
勧
め
奉
る
も
聊
か
存
志
の 

忠
試
□
起
り
て
、
後
一
道
の
本
源
、
人
心
を
し
て
清
浄
な
ら
し
め
、 

暫
時
の
う
ち
も
本
源
の
明
徳
を
あ
き
ら
か
に
な
さ
ん
の
一
計
な
り
。 

儒
佛
神
の
大
道
あ
り
て
、
こ
れ
を
導
く
の
教
え
数
々
有
れ
ど
も
、
そ
の
教
え 

 

 

高
う
し
て
愚
凡
庸
の
及
ぶ
所
に
遠
し
、
却
って
凡
夫
、
心
得
違
え 

て
聖
道
を
さ
み
（狭
）す
る
に
至
る
事
、
返
す
〴
〵
恐
あ
り
。
こ
れ
を
も
て 

我
祖
、
聊
か
実
情
の
願
を
起
し
、
工
夫
を
こ
ら
し
て
清
浄
の
香
徳 

を
か
り
て
、
精
神
の
凡
悪
を
さ
ら
む
と
欲
す
る
の
み
。
香
木
の
清
薫 

は
仏
も
深
く
め
で
給
い
、
漢
朝
に
も
祭
天
霊
香
と
す
故
、
凡
夫
を
導 

く
は
「
そ
の
迷
欲
よ
り
入
り
て
迷
欲
を
去
る
」の
方
便
な
り
。
こ
の
故
に
、
ま
ず
組
香 

 

と
い
え
る
を
作
り
出
し
て
、
聞
き
当
て
る
、
当
ら
ぬ
の
争
い
を
あ
ら
し
め
、
こ
の
争 

 

う
の
心
よ
り
こ
れ
に
耽
り
、
夜
に
日
に
興
し
翫
ぶ
君
子
の
争
ひ
に 

似
て
、
か
け
も
の
勝
負
の
事
に
も
あ
ら
ず
、
た
だ
興
を
催
す
の
み
。 

か
く
し
て
鼻
孔
を
争
う
う
ち
は
、
そ
の
香
薫
に
心
を
留
め
て
、
余
事
凡 

悪
の
念
を
失
わ
す
。
一
心
清
浄
香
に
と
ど
ま
り
あ
ら
ば
、
元
よ
り
香 
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徳
心
神
を
納
め
、
清
浄
を
司
り
、
邪
悪
煩
悩
を
断
つ
の
佛
教
の
も
の
成
れ
ば
、  

お
の
れ
を
し
ら
ず
無
念
無
想
に
た
の
し
む
寸
時
、
則
ち
倶
生
の
本
心 

明
徳
な
り
。
か
く
の
ご
と
く
好
み
耽
る
に
随
い
て
、
日
々
夜
々
に
お
も
わ
ず 

も
清
浄
辟
（避
）邪
香
を
も
て
心
に
納
め
、
凡
欲
悪
念
を
忘
却
せ
ば
、 

つ
い
に
は
、
お
の
ず
か
ら
精
神
清
く
、
悪
心
も
お
こ
ら
じ
。
且
つ
は
、
迷
え
ば 

却
って
、
聞
き
損
ず
る
の
場
に
心
付
く
よ
り
、
自
然
と
迷
欲
の
悟
り
ひ
ら
く 

 

の
た
ね
と
も
な
ら
ん
か
し
の
本
意
に
し
て
、
実
に
大
道
の
教
え
に
引
き 

よ
せ
ん
が
た
め
の
方
便
な
り
。
故
に
、
た
と
え
組
香
を
聞
く
と
も
、
こ
の
本
源
を 

 

大
悟
し
て
、
全
を
聞
き
得
る
の
事
の
み
思
う
べ
か
ら
ず
。
誠
心
を
納
め
心 

神
を
正
し
く
し
て
、
聊
か
迷
欲
の
邪
（
よ
こ
し
ま
）
な
く
、
試
香
を
聞
く
時
の
ご
と
く
、 

 

お
の
れ
が
鼻
孔
に
及
ぶ
程
に
ま
か
さ
ば
、
豈
（あ
に
）聞
き
が
た
き
事
あ
ら
ん
や
。 

 

 

お
な
じ
火
合
の
香
炉
に
炷
き
出
す
香
木
、
な
ん
ぞ
試
と
出
香
の
か
わ
り 

あ
ら
ん
。
出
香
に
至
り
て
聞
き
が
た
く
お
も
う
は
、
聞
き
当
ら
れ
ん
と
お
も
う 

 

欲
心
生
じ
て
煩
悪
の
迷
い
勝
ち
た
り
。
恐
る
べ
し
、
慎
む
べ
し
。
こ
の
迷
欲
、
ま
の
あ
た
り 

 

か
く
の
ご
と
し
と
し
ら
し
め
む
た
め
ぞ
、
畢
竟
（
ひ
っき
ょ
う
）聞
き
当
た
る
も
風
流
の
一
興
、 

 

聞
き
違
う
る
も
一
興
な
り
。
な
ん
ぞ
人
に
ま
さ
り
て
、
ほ
こ
り
顔
す
る 

業
に
は
あ
ら
ず
。
席
中
の
人
、
残
ら
ず
「全
」を
聞
き
た
ら
ば
何
の
興
ぞ 

あ
る
。
皆
無
聞
き
に
は
お
と
る
べ
し
。
香
道
は
礼
儀
を
第
一
に
す
る
の
業 

な
れ
ば
、
席
中
賓
客
の
鼻
孔
を
は
か
り
て
、
そ
の
程
〳
〵
に
聞
き 

当
た
る
は
尤
も
た
る
べ
し
。
こ
の
心
得
違
わ
ば
元
祖
の
願
意
も
却
って
悪 

念
を
導
く
に
至
ら
ん
。
修
行
の
門
人
、
こ
れ
を
以
て
修
練
の
学
と 

す
べ
し
。
か
く
の
ご
と
く
組
香
よ
り
追
々
「奥
伝
」に
至
り
、
「九
極
」 
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の
奥
儀
に
至
る
時
は
、
自
然
と
諸
飾
り
の
事
、
座
敷
の
大
攬
、
万
事 

通
達
し
て
一
事
〳
〵
口
授
は
な
け
れ
ど
も
、
今
日
平
生
の
ご
と
く 

な
り
て
万
事
に
は
た
ら
き
、
仮
に
飾
る
品
と
て
も
、
利
用
、
通 

理
に
随
い
、
大
曲
尺
、
中
曲
尺
、
小
曲
尺
、
角
曲
尺
、
陰
陽
の
曲
尺
の
位 

を
以
て
な
す
時
は
、
大
殿
、
方
丈
及
び
そ
の
座
も
そ
の
時
に
よ
り
、
有
り
合
わ
す 

 

品
を
以
て
置
き
合
わ
せ
て
も
用
を
な
す
な
り
。
然
れ
ば
、
そ
の
意
に
得
達 

す
る
事
、
い
つ
得
達
す
る
と
は
な
け
れ
ど
も
、
も
の
に
触
れ
、
種
々
事 

を
聞
き
、
故
実
を
知
る
が
ゆ
え
に
自
然
、
そ
の
時
そ
の
趣
意
に
叶
う
。
こ
れ
譬
え
ば 

 

草
木
の
四
時
に
芽
出
し
、
花
咲
き
実
の
り
て
、
枯
れ
て
も
形
ち
は
そ
の
時
々
ば
か
り 

 

に
し
て
、
そ
の
一
本
の
草
木
は
な
け
れ
ど
も
、
幾
千
万
年
を
経
る
と
て
も
、 

そ
の
事
は
替
わ
ら
ず
。
天
然
自
然
、
常
住
不
滅
と
言
う
べ
し
。
右
の
ご
と
く
万
事
に 

 

 

随
い
て
品
形
は
か
わ
れ
ど
も
、
何
を
以
て
も
そ
の
趣
に
か
の
う
て
行
わ
る
る
事
、 

 

天
地
の
微
妙
に
ひ
と
し
。
こ
れ
を
「微
妙
」と
言
う
。
九
極
、
五
事
、
四
象
の 

事
は
、
九
極
は
老
陽
の
数
に
し
て
混
沌
末
分
の
一
円
、
大
極
両
儀
を
生
じ
、

両
儀
四
象
を
生
ず
。
四
象
、
八
卦
を
生
ず
。
四
方
羅
中
央
九
数
に
し
て
収
ま
り
調
う
。 

 

則
ち
、
そ
の
形
一
円
形
に
帰
す
。
皆
「陰
陽
合
一
」
な
り
。
そ
の
内
一
よ
り
五
に
至
り
て 

 

「五
事
」
、
六
よ
り
九
に
至
て
「
四
象
」
、
こ
れ
を
さ
し
て
「
九
極
」
と
し
、
万
物
九
数 

 

に
極
ま
る
。
そ
の
五
つ
は
、
「
木
、
火
、
土
、
金
、
水
」
「
空
、
風
、
火
、
水
、
地
」
色
に
五
色
あ
り
。
人
に 

 

五
臓
あ
り
。
皆
伝
わ
れ
り
。
こ
の
天
の
数
、
陽
に
し
て
円
な
り
。
五
事
こ
れ

に
則
る
。
四
象
は
四
方
、
四
隅
、
皆
陰
数
。
こ
れ
地
の
数
、
陰
数
に
し
て
方
な
り
。
陰
陽
合 

 
一
に
し
て
世
界
あ
り
。
卦
に
し
て
乾
は
天
な
り
。
地
は
坤
の
卦
。
両
卦
合
わ
せ
て 

 

九
数
、
則
ち
清
物
上
り
て
天
と
な
り
、
濁
る
も
の
下
り
て
地
と
な
る
。
五
事
は 
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業
に
し
て
、
そ
の
理
伝
わ
り
、
四
象
は
則
ち
象
を
な
す
。
則
天
の
理
あ
って 

地
に
万
物
形
ち
を
な
す
。
末
分
の
時
、
無
極
に
し
て
鶏
卵
の
ご
と
し 

と
は
和
漢
に
釈
な
り
。
皆
陰
陽
の
二
つ
、
然
れ
ど
も
理
の
み
に
し
て
形
ち 

な
け
れ
ば
そ
の
用
を
成
さ
ず
。
然
れ
ば
、
陰
陽
和
合
し
て
形
ち
を
あ
ら 

わ
す
所
を
さ
し
て
「四
象
」と
い
う
。
則
ち
五
事
四
象
を
香
道
の
み
に 

あ
ら
ず
、
諸
道
こ
れ
を
本
と
す
。
我
が
香
道
は
、
仏
道
法
華
を
以
て
建
つ
な
り
。 

 

一
道
の
趣
意
は
、
本
意
は
一
切
仏
経
の
内
、
小
乗
を
も
って
「権
」と
し
、
大 

乗
を
も
って
「
実
」
と
す
。
法
華
二
十
八
品
を
分
か
ち
て
、
始
め
十
四
品
を
迹
門
（
し
ゃ
く
も
ん
）
と
し
、 

 

終
わ
り
十
四
品
を
本
門
（ほ
ん
も
ん
）と
す
。
迹
門
は
方
便
説
の
仮
な
る
ゆ
え
小
乗
の 

 

教
え
。
本
門
は
大
乗
妙
典
微
妙
の
教
え
に
し
て
、
釈
尊
四
十
余
年
は
、
皆 

小
乗
を
以
て
転
来
の
教
え
に
し
て
、
能
く
道
に
い(

入)

ら
し
め
、
後
八
年
は 

 

大
乗
妙
典
真
実
微
妙
の
法
を
説
き
給
う
。
香
道
も
ま
た
権
実
の
二
伝 

に
し
て
、
始
め
に
「
五
事
」
を
能
く
手
習
わ
し
め
、
組
香
の
争
い
を
も
て
清
浄 

 

香
徳
辟
邪
香
の
源
意
を
か
く
し
、
修
行
の
後
、
大
悟
の
祭
明
せ
し 

め
て
後
、
「
四
象
」
の
奥
伝
を
伝
う
。
依
って
事
理
合
一
す
る
所
「
九
極
の
伝
」
と 

 

名
付
く
。
則
ち
法
則
、
香
合
、
名
譜
、
五
味
、
六
国
の
五
事
な
り
。
こ
の
事
、
調
う
て
四
象 

 

顕
る
。
四
方
定
ま
っ
て
中
位
備
わ
る
所
、
則
ち
象
。
こ
れ
工
匠
の
す
み
か
ね
（
墨
曲
尺
）
を
以
て
家 

 

作
り
よ
り
細
墨
に
至
る
ま
で
象
作
る
所
、
則
ち
規
矩
な
り
。
ま
た
、
こ
の
曲
尺 

 

な
く
し
て
万
事
を
調
え
ん
と
す
れ
ど
も
、
曲
尺
に
合
わ
ず
ば
、
た
と
え
ば
一
つ
の 

 
箱
を
さ
し
て
も
蓋
と
身
と
和
合
せ
ず
。
万
事
こ
の
規
矩
無
き
の
時
は
国
も 

治
ま
ら
ず
。
家
も
斎
わ
ず
。
も
の
に
治
定
の
差
別
な
り
。
然
れ
ば
、
こ
の
規
矩
を 

 

以
て
夫
々
に
合
わ
せ
遣
い
て
形
ち
を
顕
す
処
、
皆
こ
の
法
に
則
る
所
、
則
ち
法 
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則
な
り
。
こ
れ
を
洩
る
事
な
し
。
大
殿
書
院
の
飾
り
法
、
香
事
に
て
は 

乱
箱
の
内
飾
り
よ
り
、
香
手
前
の
作
法
、
座
敷
の
法
度
、
一
切
飾
り
の
置 

合
、
真
行
草
の
法
を
た
て
、
三
々
九
数
の
法
な
り
。
そ
れ
順
逆
、
体
用
、
前 

後
、
軽
重
、
利
用
、
通
理
の
六
格
の
体
を
分
か
つ
事
、
こ
れ
皆
則
ち
「荘
厳
」 

な
り
。
「微
妙
」は
、
い
づ
れ
の
道
に
も
積
年
修
行
し
て
、
万
事
に
わ
た
り
て 

一
理
万
通
し
て
、
自
然
と
そ
の
機
に
至
り
て
、
習
わ
ず
し
て
積
年
の
功
に 

従
い
自
然
と
そ
の
位
に
至
る
事
、
教
外
前
伝
に
し
て
、
誠
に
微
妙
の
所 

ま
で
至
る
事
は
、
い
つ
の
間
に
知
る
と
い
ふ
事
我
も
知
ら
ず
。
人
目
に
は
猶
、 

不
見
奇
妙
、
不
可
思
議
に
て
、
是
非
分
明
の
位
に
至
る
を
「微
妙
」と
す
。 

始
め
組
香
の
方
便
よ
り
道
に
入
り
て
心
を
磨
き
、
邪
悪
を
捨
つ
る
の
大
悟
に
至
り
、 

 

皆
遊
芸
の
業
を
も
て
本
源
聖
道
の
深
き
に
至
ら
ば
、
世
尊
の
拈
華 

 

微
笑
（ね
ん
げ
み
し
ょ
う
）の
大
悟
も
則
ち
微
妙
の
所
な
る
べ
し
。 

穴
賢
に
〳
〵
。 

法
則 

法
則
は
一
切
諸
飾
り
の
曲
尺
割
り
を
云
う
。
曲
尺
の
位
を
以
て
著
し
、
尊
卑 

 

 

を
分
か
つ
。
茶
道
の
真
台
子
も
同
じ
。
そ
の
曲
尺
の
位
、
筆
紙
に
及
ば
ず
口
伝
。 

 

左
如
し
。 

  

大
曲
尺 

[

図] 
 

 

中
曲
尺 

[

図] 
 

 

小
曲
尺 

[

図] 
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角
曲
尺 

[

図] 
 

 

五
曲
尺 

[

図] 
 

 

陽
の
曲
尺 

[

図] 

    

陰
曲
尺 

[

図] 

   

香
合 

香
木
は
南
方
蛮
国
の
竒
木
に
し
て
、
天
然
自
然
の
霊
香
、
人
作
り
し
品
に 

 

非
ず
。
万
木
化
し
て
沈
水
香
と
な
る
。
そ
の
木
の
本
体
を
去
離
し
て
竒
香
と
な
る 

 

所
、
解
脱
佛
身
即
往
生
の
所
な
り
。
さ
す
れ
ば
、
別
薫
は
な
し
。
皆
同
薫
に
し
て
、
伽
羅 

 

の
一
品
に
限
る
べ
し
。
聞
く
人
の
心
意
に
移
心
に
よ
って
、
そ
の
匂
い
無
量
な
り
。
人
界
の
今
日
、 

 

万
事
皆
同
じ
な
り
。
故
に
初
め
に
陰
数
の
六
品
を
以
て
「
六
國
」
と
定
め
、
そ
の
風
骨
の
形

 
 

ち
を
顕
し
、
無
に
有
を
生
じ
、
ま
た
「
五
味
」
の
陽
数
を
以
て
、
そ
の
匂
い
の
用
を
な
す
。
皆
空 

 

な
り
。
空
の
中
に
も
の
あ
り
。
有
の
無
、
無
の
有
、
何
れ
心
神
の
感
動
す
る
所
、
自
然
の 

 
妙
用
な
り
。
五
味
の
匂
い
、
鼻
中
の
気
味
に
し
て
、
空
に
て
形
を
な
し
、
こ
れ
、
陽
の
自
然 

 
な
り
。
六
国
の
品
は
、
そ
の
風
骨
に
し
て
一
木
一
品
な
れ
ば
、
た
し
か
に
形
ち
を
生
ず
。
こ
れ
、
陰
な
り
。
五 

 

味
、
陽
な
れ
ば
、
或
い
は
二
、
三
味
、
ま
た
は
五
味
と
も
か
さ
な
る
。
こ
れ
陽
な
れ
ば
動
な
り
。
六
国
は
一
木
一
品 
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不
動
、
こ
れ
陰
な
り
。
さ
り
な
が
ら
陰
陽
和
合
し
て
そ
の
徳
を
な
す
事
あ
り
。
六
国
五
味
、
別
伝
に 

 

く
わ
し
く
説
く
の
故
こ
こ
に
略
す
。
香
を
聞
く
に
差
あ
り
。
濃
油
つ
よ
き
も
の
は
、
鼻
を
遠
く 

 

呼
吸
を
短
く
聞
く
べ
し
。
浅
木
、
淡
な
る
も
の
は
、
鼻
を
近
く
呼
吸
を
長
く
聞
く
べ
し
。
半
数
の 

 

時
刻
に
は
鼻
の
左
穴
に
て
聞
く
。
丁
数
の
時
刻
は
鼻
の
右
穴
に
て
聞
く
べ
し
。
こ
の
香
合
と 

 

云
う
は
「
名
香
合
」
、
「
作
名
香
合
」
の
作
の
み
に
あ
ら
ず
。
一
切
、
香
の
道
、
香
木
の
事
を
云
う
。  

往
古
は
末
我
朝
、
沈
水
香
稀
な
り
。
故
に
延
喜
、
天
暦
の
朝
に
香
合
の
式
を
行
わ
る 

 

と
い
え
ど
も
、
皆
「練
り
香
」と
て
、
今
の
世
の
薫
物
の
故
に
和
歌
な
ど
に
も
「空
た
き
も
の
」と
読
み
た
り
。 

 

こ
の
練
り
香
を
製
す
る
を
「
た
た
む
」
と
も
、
ま
た
「
か
さ
ぬ
る
」
と
も
云
う
。
そ
の
本
源
香
合
の
極
秘
な
り
。
ま
ず
何
れ 

 

に
も
せ
よ
、
た
と
え
ば
「
黒
方
」
、
「
梅
花
」
に
も
あ
れ
、
そ
の
法
書
の
茉
（
薬
）
品
次
第
、
肝
要
、
掛
目
の
分

 
 

厘
は
却
って
次
な
り
。
そ
の
法
書
の
順
に
随
い
て
薬
品
を
そ
の
上
〳
〵
と
重
ね
て
後 

 

に
惣
合
す
る
な
り
。
い
ず
れ
打
合
す
る
事
な
れ
ば
、
同
じ
に
す
べ
し
。
大
い
に
、
そ
の
匂
い
違
う
な
り
。
そ
の
後
に 

 

 

貝
香
、
能
く
水
に
て
煎
出
し
、
そ
の
汁
を
以
て
合
わ
す
な
り
。
委
し
く
は
、
「薫
物
伝
」に
あ
れ
ば 

 

略
な
り
。
沈
水
香
も
ま
た
年
古
く
秘
蔵
し
て
匣
中
に
納
め
た
る
木
は
炷
く
已
前
に
清
浄 

 

水
に
ひ
た
し
、
木
綿
に
包
み
て
、
能
く
水
気
を
取
り
て
焚
く
べ
し
。
匂
い
別
に
宜
し
。
香
合
伝 

 

法
、
多
事
に
し
て
筆
に
及
ば
す
口
訣
。 

五
味 

五
味
は
五
行
の
配
当
に
し
て
、
万
物
に
洩
る
事
な
し
。
沈
水
香
に
五
味
の
味
は
な
け
れ
ど
も 

 

五
味
の
味
あ
り
。
名
譜
を
な
す
よ
り
、
心
の
五
行
、
五
味
を
生
じ
、
心
生
ず
れ
ば
「空
」中
に
も 

 

の
を
生
ず
。
同
気
相
求
め
て
香
気
に
五
味
の
薫
り
分
明
な
り
。
五
味
生
ず
る
か 

 
ら
は
、
「
一
味
、
二
味
」
と
云
う
事
は
な
し
。
皆
、
五
味
を
兼
（
あ
わ
す
）
れ
ど
も
、
そ
の
木
々
の
油
、
満
欠
、
浅
深
な
ど
の 

 
差
に
あ
り
。
一
味
一
味
多
く
薫
発
す
る
を
前
と
し
、
そ
の
次
を
次
と
す
。
故
に
、
そ
の
少
な
き
味
は 

 

多
き
に
覆
わ
れ
て
不
聞
な
り
。
故
に
「
辛
、
甘
、
酸
、
苦
」
な
ど
と
転
動
し
て
出
る
な
り
。 
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蘭
奢
待
な
ど
は
、
神
妙
の
名
香
故
、
中
庸
に
味
を
分
か
つ
故
、
五
味
皆
分
明
に
聞
こ
う
る
。 

 

さ
り
な
が
ら
、
甘
味
つ
よ
く
、
次
に
苦
、
辛
、
酸
、
鹹
と
次
第
に
少
な
き
は
後
に
な
る
を
以
て
、
天
地
五
行 

 

の
配
当
の
五
味
の
順
と
は
違
う
な
り
。
油
濃
の
木
は
、
皆
甘
き
気
味
匂
い
な
る
も
の  

な
り
。
蘭
奢
待
、
至
って
油
木
な
れ
ば
甘
味
多
き
理
な
り
。
こ
の
甘
き
匂
い
よ
り
、
五
味
を 

 

生
ず
る
所
な
り
。
林
間
の
紅
葉
を
透
か
し
見
て
、
火
な
る
か
と
あ
や
し
む
と
（
い
）
え
ど
も
、
能
く
分
別
し
て 

 

花
と
知
れ
ば
忽
ち
芳
匂
の
気
味
心
に
浮
か
ぶ
が
ご
と
し
。
故
に
香
の
五
味
は
鼻
を
先
に
し
て
、
心 

 

を
後
に
し
て
聞
く
事
秘
密
な
り
。
六
国
は
心
を
先
に
し
て
鼻
を
後
に
し
て
聞
く
こ
と
秘
事 

 

な
り
。
こ
れ
五
味
は
陽
に
し
て
動
く
ゆ
え
な
り
。
六
国
は
陰
に
し
て
動
か
ぬ
ゆ
え
ん
な
り
。 

 

六
国 

六
国
は
、
香
木
の
風
骨
を
さ
し
て
そ
の
本
体
を
云
う
。
六
数
は
万
物
生
ず
る
そ
の
根 

 

本
た
り
。
一
切
の
も
の
皆
六
数
を
も
っ
て
建
つ
所
な
り
。
然
れ
ど
も
五
味
は
陽
に
し
て 

 

 

発
動
す
れ
ど
も
分
生
す
る
事
な
し
。
六
国
は
陰
に
し
て
発
動
せ
ざ
れ
ど
も
分
生
す
。
そ
の
子 

 

細
は
、
五
味
は
一
味
立
に
て
匂
い
を
分
か
ち
混
ず
る
事
な
し
。
六
国
は
、
一
品
の
本
体
に
余
品
を 

 

含
む
事
あ
り
。
こ
れ
に
至
り
て
、
秘
事
た
る
を
以
て
初
伝
「六
国
伝
」
の
時
こ
れ
説
か
ず
な
り
。 

 

こ
れ
方
便
「真
実
の
両
岐
」と
知
る
べ
し
。
六
国
は
六
品
分
生
し
て
三
十
六
品
と
成
る
な
り
。 

 

所
謂
、
伽
羅
の
伽
羅
、
伽
羅
の
羅
国
、
伽
羅
の
真
南
賀
、
伽
羅
の
真
南
蛮
、
伽
羅 

 

の
寸
聞
多
羅
、
伽
羅
の
佐
曽
羅
、
羅
国
の
伽
羅
、
羅
国
の
羅
国
、
羅
国
の
真
南 

 

賀
、
羅
国
の
真
南
蛮
、
羅
国
の
寸
聞
多
羅
、
羅
国
の
佐
曽
羅
、
真
南
賀
の
伽
羅
、  

真
南
賀
の
羅
国
、
真
南
賀
の
真
南
賀
、
真
南
賀
の
真
南
蛮
、
真
南
賀
の
寸 

聞
多
羅
、
真
南
賀
の
佐
曽
羅
、
真
南
蛮
の
伽
羅
、
真
南
蛮
の
羅
国
、
真
南
蛮
の 

 
真
南
賀
、
真
南
蛮
の
真
南
蛮
、
真
南
蛮
の
寸
聞
多
羅
、
真
南
蛮
の
佐
曽
羅
、
寸 

 

聞
多
羅
の
伽
羅
、
寸
聞
多
羅
の
羅
国
、
寸
聞
多
羅
の
真
南
賀
、
寸
聞
多
羅
の
真
南
蛮
、 
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寸
聞
多
羅
の
寸
聞
多
羅
、
寸
聞
多
羅
の
佐
曽
羅
、
佐
曽
羅
の
伽
羅
、
佐
曽
羅
の
羅 

 

国
、
佐
曽
羅
の
真
南
賀
、
佐
曽
羅
の
真
南
蛮
、
佐
曽
羅
の
寸
聞
多
羅
、
佐 

曽
羅
の
佐
曽
羅
こ
れ
な
り
。
こ
れ
陰
陽
和
合
の
所
に
し
て
、
こ
の
内
、
陰
香
あ
り
、
陽
香
あ
り 

 

陰
陽
和
合
の
香
あ
り
。
六
国
を
二
つ
に
分
け
て
、
伽
羅
、
羅
国
、
寸
聞
多
羅
を
陽
香
と
す
。 

 

真
南
賀
、
真
南
蛮
、
佐
曽
羅
を
陰
香
と
す
。
陽
香
は
、
匂
い
真
に
立
ち
て
軽
ろ
し
。
陰
の 

 

香
は
、
匂
い
曲
に
し
て
濁
し
。
こ
れ
伽
羅
の
伽
羅
、
羅
国
の
羅
国
、
寸
聞
多
羅
の
寸
聞
多
羅
、
陽
の
香
と
云
う
べ
し
。
真 

 

南
賀
の
真
南
賀
、
真
南
蛮
の
真
南
蛮
、
佐
曽
羅
の
佐
曽
羅
な
ど
は
陰
の
香
と 

 

云
う
べ
し
。
伽
羅
の
真
南
賀
、
羅
国
の
真
南
蛮
な
ど
の
類
は
、
皆
、
陰
陽
和
合
の
香
と
云
う
べ
し
。 

 

さ
れ
ど
も
、
こ
の
余
味
分
生
の
事
は
、
そ
の
か
げ
に
し
て
気
味
な
り
。
本
体
は
伽
羅
な
れ
ば
、
伽
羅 

 

に
し
て
そ
の
中
に
自
然
と
す
る
ど
（
鋭
）き
風
あ
り
て
、
苦
辛
味
等
強
く
、
羅
国
の
気
味
有
る
を 

 

伽
羅
の
羅
国
と
云
う
べ
し
。
ま
た
、
羅
国
の
伽
羅
と
云
う
は
、
本
体
急
度
（
き
っと
）
羅
国
な
れ
ど
も
、
そ
の
中
に 

 

※ 

文
中
「寸
門
陀
羅
」「
寸
門
多
羅
」の
表
記
は
、
当
サ
イ
ト
の
用
字
に
基
づ
き
「
寸
聞
多
羅
」
に
統
一 

 

優
美
に
お
だ
や
か
な
る
風
の
有
る
も
の
羅
国
の
伽
羅
と
云
う
べ
し
。
ほ
か
こ
れ
に
な
ら
え
（
倣
え
）
真
南
蛮
の  

伽
羅
な
ど
云
う
は
、
た
と
え
ば
土
沈
香
な
ど
の
内
に
何
と
な
り
静
か
に
よ
く
聞
こ
え
ぬ
る
も
の
あ
り
。
こ
れ 

 

等
、
真
南
蛮
の
伽
羅
と
云
う
も
の
な
り
。
「
新
伽
羅
」と
名
付
く
も
の
、
六
国
の
外
に
あ
り
。
名
香 

 

に
も
あ
り
。
こ
れ
伽
羅
の
真
南
賀
と
云
う
も
の
な
り
。
然
れ
ど
も
、
こ
の
奥
伝
の
大
事
を
洩
ら
す
間 

 

敷
き
た
め
に
古
代
よ
り
隠
し
て
「
新
伽
羅
」
と
仮
名
す
る
も
の
な
り
。
新
伽
羅
有
る
は
新
羅 

 

国
、
そ
の
余
も
あ
る
べ
き
を
伽
羅
の
み
有
る
事
、
こ
れ
を
大
悟
す
べ
し
。
香
の
内
一
木
に
て
油
濃
き
所
は 

 

匂
い
甘
味
強
く
、
真
南
賀
立
ち
に
違
い
無
く
、
ま
た
白
く
薄
き
所
は
辛
味
な
ど
つ
よ
く 

 
羅
国
の
も
の
ま
ま
あ
り
。
こ
れ
ら
皆
、
真
南
賀
の
羅
国
、
羅
国
の
真
南
賀
と
云
う 

 
も
の
な
り
。
筆
紙
に
及
ば
ず
口
訣
。 
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四
象
之
内 

規
矩 

規
矩
は
、
前
「
微
妙
」
の
処
に
云
う
ご
と
く
、
一
切
の
法
式
禮
容
、
皆
定
む
る
所
の
法
律
な
り
。 

 

利
用
、
通
理
の
自
在
を
以
て
整
飾
の
意
は
建
つ
と
も
、
ま
た
規
矩
の
法
律
に
肖
（
か
た
ど
）
る
は 

 

整
飾
に
義
を
失
わ
す
べ
し
。
た
と
え
ば
利
用
、
通
理
を
以
て
、
い
わ
ば
香
炉
は
香
を
焚
く
器 

 

に
し
て
、
卓
は
香
炉
の
台
な
れ
ば
、
こ
れ
に
置
く
は
定
用
な
り
と
て
、
雪
隠
の
不
浄
香
炉
は 

 

猫
、
木
免
（
ミ
ミ
ズ
ク
）
、
梟
（
フ
ク
ロ
ウ
）
。
糞
気
に
鴨
の
香
炉
を
床
の
卓
に
置
く
は
不
浄
混
雑
の
荘
に
な
る
べ
し
。 

 

「
こ
れ
は
こ
れ
」
と
規
矩
の
定
め
あ
れ
ば
慎
む
べ
く
、
却
っ
て
一
切
の
も
の
を
荘
と
て
も
、
四
、
六
の
数
は 

 

忌
と
い
え
ど
も
、
長
盆
に
限
り
て
は
、
真
の
四
つ
飾
り
の
規
矩
あ
り
。
茶
道
に
て
は
数
奇
と 

 

て
却
って
も
の
を
丁
数
に
荘
な
る
事
を
忌
み
て
半
に
す
る
な
り
。
こ
れ
は
、
侘
び
を
体
と
す
る
な
れ
ば
、 

 

も
の
の
満
十
分
を
嫌
い
、
数
の
半
の
ご
と
く
對
に
な
ら
ざ
る
を
よ
し
と
す
れ
ど
も
、
香
道 

 

書
院
の
荘
に
お
い
て
は
、
こ
の
事
な
し
。
規
矩
は
、
本
体
の
法
に
し
て
、
利
通
は
用
な
り
。 

 

筆
紙
に
及
ば
ず
口
伝
。 

荘
厳 

荘
厳
は
、
一
切
の
整
飾
を
云
い
、
礼
は
厳
か
な
る
を
本
と
す
。
聖
言
に
も
「礼
儀
三
千
、
威 

 

儀
三
百
」と
仏
道
に
「
七
宝
荘
厳
」あ
り
。
恭
敬
を
以
て
礼
容
と
す
。
故
に
ま
ず
床
に
仏 

 

像
の
貴
き
を
掛
け
て
香
華
を
供
し
、
書
院
に
文
道
を
顕
し
て
「
斎
家
の
教

え
」を
表
し
、
七
珍
を
つ
ら
ね
、
清
浄
を
本
と
す
。
そ
れ
よ
り
そ
の
時
、
そ
の
折
に
随
い
て
、
規
矩
、 

 

利
用
、
通
理
の
法
を
以
て
臨
機
応
変
在
る
べ
き
な
り
。
故
に
法
律
に
肖
り
て
、
飾
り
は 

 
千
万
具
を
双
並
べ
る
と
も
、
厳
式
に
非
ず
。
却
っ
て
不
飾
に
省
る
べ
し
。
一
具
を
置
く
と
も
法
に 

 
脇
義
あ
た
ら
ば
荘
厳
と
云
う
べ
し
。
筆
紙
あ
た
わ
ず
、
委
し
く
は
「大
伝
荘
厳
」の
伝
書
に 

 

あ
れ
ば
略
す
な
り
。 
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微
妙 

前
に
あ
り
。
略
す
な
り
。 

連
理
大
伝 

そ
れ
連
理
は
二
気
の
妙
合
に
し
て
、
香
道
の
極
意
な
り
。
世
俗
に
こ
れ
知
ら
ず
。
人
誤
り
て 

 

色
情
比
翼
連
理
の
事
に
す
る
は
非
な
り
。
連
理
は
天
地
万
物
、
皆
連
理
な
り
。
春 

 

陽
の
気
得
て
発
生
の
芽
を
出
し
、
花
咲
き
実
り
て
冬
寒
に
枯
れ
終
わ
り
、
ま
た
来 

 

春
の
時
に
至
り
て
発
生
す
る
事
幾
百
年
違
わ
ず
。
春
来
り
冬
終
り
て
ま
た
春
生
ず
。  

日
月
の
出
没
、
皆
相
同
じ
。
天
運
巡
環
し
て
盛
な
る
も
衰
え
廃
れ
た
る
も
再
び
起
る 

 

皆
「連
理
」な
り
。
比
翼
連
理
の
艶
言
も
陰
陽
和
合
の
不
尽
を
云
い
た
る
な
り
。
我 

 

香
道
も
元
祖
始
め
て
存
志
の
方
便
に
「十
種
香
」と
云
う
組
香
を
漢
の
陸
羽
が 

 

「試
茶
」と
云
う
も
の
よ
り
思
い
よ
り
て
組
む
な
り
。
東
山
公
に
奉
じ
て
道
を
開
き
、
古
実
法 

 

式
の
廃
り
た
る
を
起
こ
し
、
古
式
に
も
と
づ
き
て
増
補
の
仏
経
法
華
を
か
り
て 

 

 

道
の
教
法
を
定
む
。
本
源
「
一
心
清
浄
」
「
不
迷
辟
邪
」
の
大
悟
に
至
り
て
、
ま
た
組
香

 
 

を
表
に
し
て
「連
理
香
」と
す
。
初
め
組
香
に
起
り
て
一
道
数
百
箇
条
に
及
び
て
終
に 

 

又
組
香
に
帰
る
。
こ
れ
連
理
な
り
。
初
め
入
門
の
時
、
初
め
て
十
種
香
を
聞
き
た
る
と 

 

今
階
級
を
尽
し
て
連
理
香
を
聞
く
心
地
如
何
。
更
に
替
る
事
な
し
と
い
え
ど
も
振
返 

 

り
て
積
年
の
修
行
を
思
え
、
幾
の
伝
法
を
得
て
、
そ
の
本
意
と
す
る
は
暫
時 

 

一
心
清
浄
、
迷
欲
離
断
の
願
心
の
ほ
か
な
し
。
多
年
の
修
行
は
方
便
の
業 

な
り
。
生
死
の
ご
と
し
。
一
生
涯
の
哀
楽
も
夢
幻
の
間
な
れ
ど
も
務
め
ざ
れ
ば
解
脱
の 

 

大
悟
に
至
ら
ず
。
そ
の
務
む
る
内
に
お
の
れ
も
知
ら
ず
善
事
あ
り
。
悪
事
あ
り
。
そ
の 

 
善
悪
を
自
ら
知
る
事
は
老
命
大
悟
に
あ
り
。
香
道
連
理
も
そ
の
如
く
初
め
十
種
香 

 
を
聞
く
時
は
、
師
も
道
入
ら
し
む
が
た
め
に
、
或
い
は
和
香
木
の
松
杉
の
生
木
を
沈
水

 
 

香
に
ま
じ
え
て
組
む
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
だ
に
彷
彿
と
し
て
夢
の
ご
と
し
。
六
国
の
伝
を
得
て 
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名
香
の
位
を
覚
え
、
修
行
の
功
成
り
て
、
今
連
理
を
聞
く
に
至
り
て
は
一
種
々
の
火
合
の 

 

定
法
あ
る
六
十
一
種
の
名
香
ば
か
り
を
以
て
組
み
た
る
を
、
あ
ま
つ
さ
え
一
銀
葉
に
二
木

 
 

ず
つ
一
度
に
乗
せ
て
聞
け
ど
も
、
初
め
十
種
香
を
聞
き
た
る
時
の
如
く
に
は
非
ず
。
お
お
む
ね 

 

そ
の
品
位
は
知
ら
る
な
れ
。
こ
れ
務
め
修
し
た
る
微
妙
な
り
。
左
は
あ
れ
ど
も
一
道
の
本
源
、
一 

 

心
清
浄
の
本
源
は
こ
こ
に
至
り
て
知
る
べ
し
。
連
理
は
陰
陽
体
用
合
一
し
て
諸
事
調 

 

う
は
天
地
の
理
な
り
。
片
に
欠
け
て
成
ら
ず
。
陰
陽
連
綿
す
る
所
、
香
道
に
於
い
て
奥
伝 

 

そ
の
理
を
以
て
象
を
顕
し
「
連
理
香
」
と
し
、
組
み
方
、
諸
式
に
そ
の
意
を
以
て
し
て
印 

 

可
に
悟
ら
し
む
義
な
り
。
必
ず
連
理
香
の
業
式
の
み
に
あ
ら
ず
、
そ
の
象
を
な
す
処
は
香
道 

 

ゆ
え
に
本
を
顕
し
て
業
を
設
く
る
。
こ
れ
元
に
帰
す
連
理
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
規
矩
、
荘
厳
、 

 

微
妙
、
連
理
の
四
象
は
初
め
の
「五
事
」調
う
て
「四
象
」に
至
る
。
五
事
は
天
の
陽
数
、 

 

四
象
は
地
の
陰
数
。
終
に
老
陽
の
数
に
準
じ
て
「
九
極
」
と
す
。
九
極
は
五
事
四
象
合 

 

 

一
の
九
数
に
至
れ
ば
「
大
極
一
円
」
の
形
ち
、
一
円
は
無
極
に
し
て
そ
の
事
理
、
そ
の
内
に
霊 

 

有
り
て
、
万
事
千
万
と
顕
れ
、
そ
の
業
は
な
す
所
、
形
ち
顕
る
れ
ど
も
止
ま
る
時
は
消
え
て 

 

形
ち
は
な
し
。
皆
「九
極
」
の
内
に
帰
す
。
人
間
も
ま
た
生
涯
か
く
の
ご
と
し
。
唯
々
こ
の 

 

所
、
常
住
不
成
に
し
て
一
心
の
明
鏡
、
清
潔
な
ら
し
め
ん
と
欲
す
。
ほ
か
他
事 

 

な
し
。
穴
賢
に
〳
〵
。 

［志
野
袋
、
雄
、
雌
の
蜻
蛉
結
び
の
図
］ 

雄 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

雌 

 
 

 
 

 
[

図] 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
[

図] 

 

何
れ
も
本
紅
緒
な
り
。 
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連
理
香
業
式
作
法 

組
法
、
香
五
種
、
各
「
六
十
一
種
名
香
」
を
以
て
組
む
な
り
。
さ
り
な
が
ら
自
然
銘
の
取
合
せ 

 

等
に
よ
り
て
は
百
二
十
種
、
二
百
種
名
香
の
内
、
交
え
て
組
む
な
れ
ど
も
、
一
、
二
、
三
の
内
は
許
さ
ず
。 

 

四
、
五
の
間
に
用
ゆ
べ
し
。
ま
ず
六
十
一
種
ば
か
り
に
て
組
む
を
本
と
す
。 

一
、
二
、
三
、
四
、
五 

 
 

各
三
包
宛
認
む 

内
一
包
宛
試
に
す
。 

香
は
、
「陰
陽
」を
分
か
つ
べ
し
。
陽
香
三
品
、
陰
香
二
品
な
り
。
「陰
」は
真
南
賀
、
真
南
蛮
、 

 

佐
曽
羅
な
り
。
「
陽
」
は
伽
羅
、
羅
国
、
寸
聞
多
羅
な
り
。
香
木
の
切
り
法
、
分
中
四
方
、
厚
さ 

 

分
中
の
半
。
（一
分
＝
約3.03m

m

） 

小
包
に
包
み
方
、
常
の
ご
と
し
。
陰
香
、
陽
香
を
別
に
し
て
「志
野
袋
」
二
つ
に
納
む
。  

但
し
、
試
香
は
常
の
ご
と
し
。
「志
野
折
」に
五
種
と
も
入
れ
置
く
な
り
。 

出
香
包
五
包
ず
つ
志
野
袋
に
入
れ
、
「
陽
香
」入
り
た
る
袋
の
緒
を
「雄
蜻
蛉
」に
結
ぶ
。 

 

「
陰
香
」
入
り
た
る
袋
の
緒
を
「
雌
蜻
蛉
」
に
結
び
、
二
つ
の
袋
を
「
四
方
盆
」
に 

[

図] 

か
く
の  

ご
と
く
な
ら
べ
、
床
の
大
曲
尺
、
正
中
に
飾
る
。
乱
箱
飾
り
常
の
ご
と
し
。
但
し
、
香
炉
、 

 

青
磁
に
か
ぎ
る
。
和
漢
の
事
は
苦
し
か
ら
ず
。
「
空
色
」
を
表
す
る
故
、
尤
も
三
足
に
限
る
べ
し
。
餘
に
青
磁 

 

三
足
の
八
卦
の
香
炉
、
本
法
な
り
。
火
筯
立
て
は
、
火
は
し
、
木
香
箸
ば
か
り
な
り
。
灰 

 

作
る
法
、
中
伝
「
炷
合
十
種
香
」
な
り
。
火
合
、
灰
押
す
事
は
「
炷
合
式
」の
ご
と
く
、
「火
箸
」 

 

ば
か
り
に
て
す
べ
し
。
試
み
の
香
炉
は
聞
筋
な
し
。
出
香
の
香
炉
は
、
五
合
の
陰
陽 

 

和
合
の
灰
な
り
。
試
は
末
分
大
極
無
極
の
所
な
れ
ば
な
り
。
聞
く
人
も
い
ず
れ
の
足 

 

な
り
と
も
一
つ
（足
）
人
に
向
け
て
渡
す
。
聞
く
時
も
同
断
。
出
香
よ
り
常
の
ご
と
し
。
銀
葉
入 

 
は
「重
香
合
」た
り
。
上
の
重
に
常
の
「八
分
銀
」を
五
枚
、
中
の
重
に
「九
分
銀
」
五
枚

 
 

入
れ
置
く
べ
し
。
香
炉
灰
は
「六
分
目
」に
入
れ
置
く
。
さ
て
、
香
道
具
は
志
野
中
棚
に
成
り
と
も
、
下 

 

棚
に
成
り
と
も
飾
る
べ
し
。
記
録
、
文
台
に
檀
紙
九
枚
、
（
但
し
「
中
高
」
な
り
。
）
二
つ
折
り
、
折
り
目
、
客
付
上
に
、 
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硯
箱
、
脇
に
文
鎮
、
火
取
、
地
敷
紙
、
常
の
通
り
。
さ
り
な
が
ら
地
敷
紙
は
後
世
、 

 

後
西
院
帝
勅
作
に
て
、
そ
の
後
用
い
来
た
る
な
り
。
往
古
は
大
高
紙
を
敷
き
て
、
そ
の
上
に 

 

か
ざ
り
た
れ
ど
も
、
常
時
は
地
敷
を
用
ゆ
べ
し
。 

さ
て
、
一
座
手
水
済
み
て
、
連
座
円
く
座
す
べ
し
。
香
元
人
、
執
筆
人
は
、
相
並
び
て
方
に 

 

座
す
べ
し
。
こ
の
時
、
香
元
人
、
床
の
盆
を
お
ろ
し
香
本
席
の
向
こ
う
に
置
く
。
灰
作
法
、 

 

ま
ず
試
の
香
炉
に
炭
団
、
常
の
ご
と
く
竪
に
生
け
る
。
尤
も
中
伝
の
通
り
、
灰
よ
り
三
分
下
り
て  

生
け
る
。
炷
合
の
「草
」
の
灰
な
り
。
出
香
の
香
炉
、
一
つ
足
を
我
前
に
置
き
て
穴
を
竪
に 

 

あ
け
、
炭
を
天
地
に
横
に
生
け
る
。
灰
よ
り
三
分
下
が
る
［図
］こ
の
如
く
生
け
る
。
灰
か
き
上
げ
る
事
、
中
伝 

 

の
灰
の
ご
と
く
、
前
の
足
を
忘
る
べ
か
ら
ず
。
聞
筋
、
こ
の
足
よ
り
押
し
始
め
る
な
り
。
五
合
の 

 

灰
な
り
。
灰
済
み
て
地
敷
紙
敷
き
、
ま
ず
試
の
炉
ば
か
り
出
し
、
ほ
か
常
の
ご
と
く
志
野 

 

折
の
試
を
銀
盤
台
の
向
こ
う
に
並
べ
、
火
筯
立
て
の
火
は
し
、
木
は
し
を
地
敷
紙
の 

 

 

常
の
所
に
な
ら
べ
、
銀
葉
は
木
香
箸
に
て
置
く
。
老
人
手
前
の
と
き
は
、
は
さ
み
を
許
し
、 

 

三
つ
か
ざ
り
な
り
。
折
居
、
常
の
処
、
重
香
合
出
し
、
上
の
重
は
八
分
銀
を
試
の
包
の 

 

上
に
置
き
、
九
分
銀
を
盤
の
上
に
筋
違
い
に
置
く
べ
し
。
さ
て
、
惣
礼
、
香
元
、
執
筆
も
安 

 

座
な
り
。
聞
人
不
論
（
無
論
）。
さ
り
な
が
ら
貴
人
御
連
座
の
時
は
有
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
さ
て
、
試
よ
り
炷
き

 
 

出
す
。
聞
く
事
常
の
ご
と
し
。
試
の
包
紙
は
一
度
〳
〵
乱
箱
の
炷
空
入
の
脇
に
入
れ
る
べ
し
。 

 

返
り
た
る
試
の
銀
葉
は
、
銀
葉
台
の
明(

空)

き
た
る
菊
（
座
）
の
上
に
順
に
置
く
べ
し
。
試
五
炷
終
わ
り
て 

 

試
の
香
炉
、
乱
箱
へ
入
れ
、
向
う
の
香
盆
を
引
き
よ
せ
、
銀
盤
台
に
引
き
付
け
、
ま
ず
「
雌
蜻
蛉
」  

方
袋
を
と
り
、
地
敷
紙
の
上
、
香
炉
座
の
真
中
に
て
紐
と
き
、
輪
に
し
て
、
ま
た
向
う
の 

 
盆
に
返
し
、
「雄
蜻
蛉
」
の
袋
と
り
、
紐
と
き
、
乳
緒
を
ゆ
る
め
、
香
包
を
出
し
、
盆
の
内 

 
に
置
き
、
袋
は
火
取
香
炉
の
わ
き
に
置
く
。
ま
た
「
雌
蜻
蛉
」の
袋
を
と
り
、
乳
緒
を
ゆ
る
め
、 

 

香
包
、
盆
に
置
き
、
袋
を
初
め
の
袋
と
天
地
に
な
ら
べ
置
く
。
さ
て
、
陽
香
よ
り
左
の
手 
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中
に
取
り
、
「
陰
香
」
も
と
り
、
一
所
に
よ
く
〳
〵
打
ち
交
え
、
四
方
盆
の
真
中
に
置
き
、
さ
て
、
出
香
の 

 

香
炉
出
し
、
再
び
惣
礼
あ
り
。
こ
れ
「
雌
蜻
蛉
」
の
緒
を
先
に
と
き
か
け
、
ま
た
改
め
て
「
雄 

 

蜻
蛉
」の
袋
よ
り
出
す
事
習
い
な
り
。
こ
れ
は
、
「イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
」の
両
神
、
天
の
浮
橋 

 

の
も
と
に
て
陰
陽
和
合
の
初
め
、
女
神
ま
ず
詞
を
出
す
。
雄
神
怒
り
て
再
び
廻
り
て 

 

雄
神
詞
を
な
す
。
こ
れ
陰
陽
和
合
の
始
め
な
り
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ま
ず
陰
香
を
先
に
初
め
、 

 

改
め
て
陽
を
先
に
す
る
の
伝
な
り
。 

さ
て
、
出
香
の
銀
葉
は
、
香
炉
灰
、
聞
き
筋
を
我
向
う
置
き
て
、
銀
を
筋
違
い
に
置
き
、
木 

 

香
箸
を
ま
ず
取
ら
ず
、
向
う
の
香
包
一
つ
取
り
て
、
大
切
に
開
き
て
、
木
香
箸
を
と
り 

 

は
さ
み
、
ま
ず
前
に
木
目
を
「
横
」
に
置
き
、
さ
て
、
ま
た
一
包
取
り
、
香
を
向
う
に
「
竪
」
に
置
く
な
り
。
前
よ
り 

 

置
く
事
は
、
陰
は
地
に
し
て
「
不
動
」
、
陽
は
天
に
し
て
「
昇
る
」
な
り
。
易
の
卦
爻
の
下
よ
り
上
へ  

算
（
か
ぞ
）
う
る
を
以
て
知
る
べ
し
。
さ
て
、
聞
き
筋
を
客
に
向
け
て
出
す
。
聞
人
、
常
の
ご
と
く
廻 

 

 

し
て
向
う
に
す
れ
ば
、
初
め
の
方
、
初
め
に
な
る
。
聞
き
方
、
中
伝
の
通
り
指
を
隔
て
て
聞
く
。 

 

ま
た
廻
し
、
聞
き
筋
を
前
に
し
て
聞
く
は
、
後
の
方
の
香
な
り
。
並
べ
載
す
る
事
一
度
〳
〵
な
り
。 

 

こ
れ
は
名
香
の
会
釈
な
り
。
折
居
は
、
香
炉
一
つ
に
二
つ
ず
つ
、
丁
半
〳
〵
と
付
け
て 

 

出
す
事
、
中
伝
に
同
事
。
空
包
の
紙
は
元
の
ご
と
く
畳
み
て
「
一
炷
開
」
の
ご
と
く
前 

 

後
の
違
わ
ぬ
よ
う
に
仮
置
き
し
て
、
我
札
打
ち
て
、
そ
の
続
き
、
そ
の
折
居
に
そ
の
番
〳
〵
包 

 

を
と
く
と
さ
し
こ
み
て
、
常
の
処
へ
丁
半
、
左
右
、
並
べ
置
く
な
り
。
さ
て
、
香
終
れ
ば
四
方 

 

盆
を
取
り
、
志
野
袋
に
横
に
並
べ
の
せ
て
、
乱
箱
と
火
取
の
間
に
置
き
、
香
炉
、
乱
箱
へ  

返
し
、
折
居
を
「
一
」
「
二
」
「
三
」
を
順
に
か
さ
ね
、
執
筆
へ
遣
わ
す
。
ほ
か
仕
廻
し
作
法
常
の
ご
と
し
。 

 
執
筆
人
は
、
先
は
さ
み
た
る
小
包
を
「
一
」
「
二
」
「
三
」
の
順
に
ま
ず
記
録
に
写
し
、
但
し
中
伝
の  

通
り
並
べ
て
書
く
な
り
。[

図]

十
種
を
五
段
に
書
く
と
知
る
べ
し
。
そ
の
後
、
札
を
付
く
べ
し
。
当
り
に

 
 

点
を
か
く
る
。
「
片
」
当
り
に
点
を
左
に
か
け
て
、
数
に
は
入
れ
ざ
る
な
り
。
「
双
」
の
当
り
は
右
に
点
か
く
る
。 
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「双
」と
は
、
た
と
え
ば[

図]

な
り
。
「片
」と
は[

図]

な
り
。 

数
の
所
は
「何
双
」と
云
う
べ
し
。
全
に｢

双
全｣

と
書
く
べ
し
。  

記
録
左
の
ご
と
し
。 

［連
理
香
之
記
の
図
］ 

   

[

図] 

    

右
、
連
理
の
伝
法
、
口
訣
、
業
式
、
秘
事
こ
れ
在
る
と
雖
も 

筆
紙
に
及
び
難
く
口
伝
す
。 

 

右
一
巻
は
、
当
家
流
儀
の 

奥
旨
、
極
意
の
伝
法
、
真
実 

微
妙
、
大
悟
得
達
の
大
事
、 

そ
の
器
に
依
り
て
附
属
し
、
相
伝
為
す
者 

な
り
。
こ
こ
に
至

り
、
本
源

道

意
を
知
ら
ず 

 

喰
味
を
知
ら
ぬ
が
如
し
。
修
行
の
累 

  

右
一
巻
者
当
家
流
儀
之 

奥
旨
極
意
之
伝
法
真
実 

微
妙
大
悟
得
達
之
大
事 

依
其
器
附
属
為
相
伝
者 

也
至
此
本
源
道
意
不
知 

如
喰
味
不
知
修
行
之
累 
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功
、
顕
然
に
し
て
本
儀
に
逹
す
る
者
、 

我
が
家
に
お
い
て
幸
甚
な
り
。
授
伝
の
人
、 

十
襲
秘
蔵
し
て
、
努
々
（ゆ
め
ゆ
め
）他 

見
他
言
す
る
こ
と
勿
れ
と
云
う
の
み
。 

 

旹
（と
き
）寛
政
五
秋
（1793

年
） 

八
月
十
八
日
、
志
野
省
也
（巴
）の
遺
筆
の 

本
書
を
基
と
為
し
、
こ
れ
を
加
補
す
。
新
写
の
処
は 

祖
父
心
源
専
舟
居
士
よ
り
伝
授
の
細
密 

秘
事
を
悉
く
加
入
為
す
者
な
り
。 

 

志
野
宗
信
十
三
世
裔
統 

得
意
菴
朴
翁
専
斎
謹
書 

 

判 

  

文
政
五
壬
午
極
月
朔
日
授
之
写
（1822

年
） 

巌
宗
廡 

  

令
和
七
年
三
月 

 

『香
筵
雅
遊
』 

國
井
和
裕 

功
顕
然
而
逹
本
儀
者
於 

我
家
幸
甚
也
授
伝
之
人 

十
襲
秘
蔵
而
努
々
勿
他 

見
他
言
云
爾 


